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2025 年 10 ⽉ 14⽇  

 

2024 年度休眠預⾦等活⽤事業 

「筑後川関係地域の子ども若者支援の持続可能性向上プログラム」 

〜次世代に想いと活動をつなぐ組織基盤強化と環境整備〜  

支援対象団体公募 内定団体の決定について  

 

 ⼀般財団法⼈ちくご川コミュニティ財団は、休眠預⾦等活⽤法に基づく支援対象団体の公

募を実施し、内定団体を決定しました。  

 11 事業（11 団体）の申請があり、審査の結果 8 事業（8 団体）を選定しました。今後、

内定団体は弊財団との役務提供契約を締結後、本年 11⽉から事業を開始する予定です。 

 内定団体名および事業名等は、本文書 2ページ以降の別表をご覧ください。 

 

 

 

 

   ＜本件に関するお問い合わせ＞  

         一般財団法人 ちくご川コミュニティ財団  

        〒830-0048 福岡県久留米市梅満町 563  
TEL：0942-34-5600  

FAX：0942-34-5777  

                  E-mail： kyumin_katsudoushien@c-comfund.com  
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（別表）2024 年度休眠預金等活用事業「筑後川関係地域の子ども若者支援団体の持続可能

性向上プログラム」支援対象団体公募 内定団体および事業  

※事業概要は公募申請時に各団体より提出いただいた活動計画書に基づき掲載しております 

事業名 ⼼和学園 多様な学びを⽀える体制強化と事業基盤の安定化 
団体名 特定⾮営利活動法⼈ ⾵のアオライ 
所在地 福岡県福津市 

事業概要 

⼼和学園は、不登校や多様な学びを必要とする⼦どもたちに、体験型・探究
型の学びを提供するオルタナティブスクールだ。⾃⼰肯定感と⽣きる⼒を育
み、既存の教育にとらわれない場を提供している。現スタッフは教員経験者、
児童福祉サービス経験者、⼦育て世代から⼦育てが終わった世代など多様な
専⾨性と経験を持ち、⼭・海・畑などの⾃然環境を活かした教育活動を実施
している。しかし現在、有償・無償問わずスタッフ確保が困難で、⽋員時の
運営リスクが⾼い状況だ。また、学費依存の収⼊構造のため、⼊学者が少な
いと経営が不安定になる。他のフリースクール等より学費が⾼く、寄付やボ
ランティアを集める仕組みが未整備であることも課題。伴⾛⽀援では、寄付
獲得とボランティア募集の仕組みを構築し、組織基盤を強化する。具体的に
は、個⼈寄付 100 名・企業寄付 3 社を獲得し、年間寄付総額 100 万円を⽬指
す。また、継続的に活動を⽀えるボランティア 3 名を確保する。並⾏して、
広報強化や地域連携イベントを通じ⼊学者増加を図り、経営の安定化を実現
する。⽀援終了時には、⼦どもたちの成⻑を共に⽀えられる仲間が増え、⼤
⼈もいきいきと活動できる体制を整える。さらに、この体制を⼟台として、
将来的には認可外保育園の開設や事業継承が可能な持続的組織へと発展さ
せる。本⽀援を通じ、地域の⼦ども・若者⽀援の持続可能性を⾼め、未来を
切り拓く学びの場を確⽴していく。 

事業期間 2025年 11⽉〜2028年 2⽉ 

選定理由 

⼦ども起点の対話や多様なプログラムに⽀えられた実践は三年⽬とは思え
ない厚みがあり、遠⽅から通う⼦どもがいる吸引⼒や代表の強い思いが評価
されました。オルタナティブな学びの場としての意義も⾼く、⼈的資源を広
く巻き込む⼒も強みと⾔えます。 
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事業名 
⽣きづらさに寄り添う居場所づくりと社会へのつなぎ⼿ふきのとうの未来図 

〜想いをつむぐ居場所づくりと持続可能なかたちづくり〜 

団体名 不登校・ひきこもり家族の会「ふきのとう」 
所在地 福岡県⼤牟⽥市 

事業概要 

当団体が運営する「ほっとスペースふきのとう」は、利⽤者が安⼼して過ご
せる居場所となり、次のステップへとつながる場となることを⽬指し、不登
校やひきこもりを「個⼈の問題」ではなく「社会の問題」として捉え、誰も
が⾃分らしく⽣きられる社会の実現に向けた学びや活動の機会を提供する
拠点づくりを進める。 
中期的には法⼈化を視野に⼊れ、平⽇毎⽇の開設を可能にするため、常勤ス
タッフの確保や企画・経理・労務管理などを担う⼈材の配置・育成を進め、
持続可能な組織体制の強化を図るとともに、スタッフが安⼼して活動できる
よう、養成講座や対話の場を継続的に設け、地域の他団体ともゆるやかにつ
ながりながら、それぞれの強みを活かした協働を⽣み出す。 
活動の柱としては、親の会やお⽗さん会などの継続的な実施による⽣きづら
さを抱える⼈々の居場所づくり、講演会や進路相談会の開催による周知活
動、関係団体との共同事業の実施などの他、当事者の経験を活かし、困難を
抱える⼈々と共に作る学びの活動を展開する。これらを通じて、訪れた⼈が
笑顔になり前向きな⼀歩を踏み出す場になることを⽬指す。 
財源確保としては、これまでの助成⾦獲得の経験を活かし、休眠預⾦、⽇本
財団などの制度を活⽤した申請を戦略的に進める。さらに、ひきこもり経験
者が空調設備のクリーニングなどを担うなど、収⼊を得ながら社会参加の機
会を広げる実践的な⽀援を展開し、事業収⼊の創出にも取り組む。こうした
活動は、本⼈の⾃信回復やスキル習得にもつながり、地域との接点を⽣むも
のになると捉えている。 
今後は、役員全員が不登校・ひきこもりの⼈たちの家族であるという強みを
活かし、ふきのとうの理念に共感する企業や団体との連携を深め、居場所づ
くりと⼈づくりとを両⽴させるモデルを構築するとともに、共感を呼ぶ情報
発信を通じて寄付⾦の獲得にも取り組み、地域に根ざした持続可能な活動基
盤の構築を⽬指す。 

事業期間 2025年 11⽉〜2028年 2⽉ 

選定理由 

不登校から引きこもりへと課題が変化する現実に則し、⽗親の会や⾼校進学
相談など、多様な活動を柔軟に展開してきた点が⾼く評価されます。 
社会福祉協議会等との協働により、無償の居場所運営や⼈件費確保のユニー
クな仕組みが実装され、課題の⾔語化とフィードバック分析⼒も⾒られま
す。 
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事業名 
けいちく多様な学び⽀援の基盤強化プロジェクト 
つながり・学び・安⼼が息づく⾏橋・京築地域へ 

団体名 けいちくトイロ 
所在地 福岡県⾏橋市 

事業概要 

けいちくトイロは、不登校や多様な⽣き⽅を求める⼦ども・若者とその家族
が孤⽴せず、安⼼して暮らせる社会を⽬指し、2019 年から 6 年間活動を継
続して⾏ってきました。具体的な活動として、保護者交流会、親⼦の居場所
づくり、個別相談、講演会や上映会、⽀援者交流会の定期開催、⾏政・⺠間
団体との連携など、包括的な⽀援を展開してきました。運営メンバーは 10 代
〜50 代の多様な男⼥で構成され、当事者⽬線と多⾓的な視点を活かした活
動がメディアや⾏政刊⾏物にも紹介されるなど、地域での信頼を得ていま
す。⼀⽅で、資⾦は助成⾦や単発寄付に依存し、安定的収益基盤や雇⽤創出
ができていません。スタッフはほぼ無償で活動し、交通費を⾃⼰負担するこ
ともあります。事務局機能が代表・副代表に集中し、業務分担や後継体制、
⼈材育成が不⼗分で、組織の継続性に課題があります。活動計画も当事者ニ
ーズに応じた変更が多く、戦略性や計画性が不⾜しています。寄付サイトは
あるものの継続的寄付はなく、ファンドレイジングの知識不⾜も課題です。
伴⾛⽀援を通じて、NPO 法⼈化を実現し、信頼性と基盤を強化します。ロ
ジックモデルを再構築し、事業を戦略的に整理します。収益事業の⽴ち上げ
やクラウドファンディング活⽤により財源を多様化し、謝⾦⽀給や雇⽤創出
を進めて持続可能な体制を整えます。また「⾃由クラブ」「保護者おしゃべり
会」「個別相談」「⽀援ネットワーク」等を拡充し、地域の誰もが⽀援にアク
セスできる「総合⽀援拠点」を設置。広報にも注⼒し、「京築で不登校⽀援と
いえばけいちくトイロ」と認知される専⾨性を確⽴します。 
 ⽀援終了時には特例認定 NPO法⼈を⽬指し、寄付・助成⾦・事業収益を組
み合わせて年間 300 万円規模を達成。将来的には⾏政委託事業を担える団体
へ発展し、地域に不可⽋な存在として⼦どもと家庭の安⼼を⽀える持続可能
な仕組みを築きます。 

事業期間 2025年 11⽉〜2028年 2⽉ 

選定理由 

⽀援が⼿薄な地域で当事者視点の活動を継続し、対話を重視した活動・講演
会・ネットワーク会議等を積み重ねてきた実績は、⼤きな価値があります。
地域からの信頼、個の多様性に配慮した運営姿勢、法⼈化の明確な⽬標も評
価されました。 
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事業名 組織基盤強化事業 
団体名 NPO 法⼈アコア 
所在地 福岡県福岡市 

事業概要 

組織診断でビジョンとミッションを⾒直し、団体全体での共通理解を整え、
新たな広報戦⼒とともに掲げていきたい。個別伴⾛のご⽀援を仰ぎながら財
務の健全化を⾏い、⼈員を確保して NPO活動の事務局機能を充実させる。
当事者同⼠の相互⽀援活動の特性と実績を活かし、具体的かつ現実的な事業
計画を練り、事業継承者の育成に注⼒できる組織基盤を整え、当事者家族や
パートナーが⽴ち寄れる回復や啓発の情報提供を⽬的とした「情報提供カフ
ェ（仮称）」やセルフケアグッズのオンライン販売等の B 型事業所構想につ
いても練っていきたい。事業継承同様に、各地の姉妹団体の事業所化を応援
できるよう⽀援内容のマニュアル化を⾏いたい。 

事業期間 2025年 11⽉〜2028年 2⽉ 

選定理由 

社会的に解決の必要性が⾼い領域で、代表の強い使命感とリーダーシップの
もと、実践と学びを重ねてきた点が⾼く評価されます。 
課題抽出と伴⾛⽀援ニーズの明確化もできており、計画的な基盤強化に取り
組める素地があります。 
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事業名 
地域材を活⽤した⽊育による 

⼦ども・若者の居場所づくりと地域交流促事業 
森と⼈をつなぐプロジェクト 

団体名 つながるツリーハウス 
所在地 福岡県⼋⼥市 

事業概要 

本事業は、森林保全や適切な間伐の⼤切さと、それが地域の防災・減災につ
ながることを、地域の⽅々とともに学び考えるきっかけをつくることを⽬的
としています。災害が頻発する現代において、健全な森林は⼟砂災害や洪⽔
のリスク低減に⼤きく寄与し、地域の安全を守る存在です。私たちは⼋⼥杉
などの地域材を活⽤した⽊育ワークショップを通じて、⼦どもや若者、保護
者、⾼齢者など多様な世代が⽊とふれあい、五感で体験する機会を提供し、
⾃然と暮らしの関わりを実感できる場をつくります。活動主体は任意団体
「つながるツリーハウス」であり、建築⼠の代表を中⼼に 5 名の役員と 20
名の協⼒メンバーで運営しています。代表が持つ建築の知識と経験を活か
し、安全で創造的な⽊育プログラムを設計できることが強みです。2025年度
は、ジャングルジムづくりワークショップ 2回、⽊組みの積み⽊遊びワーク
ショップ 2回、さらに各ワークショップ後に地域住⺠や学⽣、保護者の声を
集める座談会を 2回実施し、合計 6 回の事業を展開します。各回 60 名程度
の参加を⾒込み、親⼦での遊びや⾃然体験を求める保護者、不登校の⼦ども
たちが安⼼して過ごせる場を提供します。学⽣ボランティアには運営サポー
トを担ってもらい、地域活動に参加する中で⾃分の役割や得意を発⾒し、将
来の就職や社会参加につなげられるようにします。座談会で得た声を次回以
降に反映することで、地域や⼦どもたちの実情に即した活動を継続的に改善
し、真に必要とされる居場所を形にしていきます。⽊育を通じた交流の場は、
⼦どもや若者にとっての居場所づくりであると同時に、森林資源の価値や防
災意識を共有する学びの場でもあります。世代や地域を超えた関わりが⽣ま
れることで、⼈と⼈、⾃然と⼈とのつながりを強め、持続可能な地域づくり
に貢献していきます。 

事業期間 2025年 11⽉〜2028年 2⽉ 

選定理由 

森林資源を活かした「⽊育」の取り組みは独⾃性が⾼く、⼦ども若者に限ら
ず幅広い世代をつなぐ魅⼒があります。専⾨家チームの結束や⼝コミでの広
がりも評価され、地域資源を活かした体験型活動は確かな実績を築いていま
す。仕組み化や広報強化への意欲も前向きに受け⽌められました。 
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事業名 ⼦育て⽀援事業及び⼦どもの居場所・体験事業 
団体名 特定⾮営利活動法⼈⼦どもパートナーズHUGっこ 
所在地 福岡県古賀市 

事業概要 

当団体は、⼦どもの居場所事業「たまりんば」と体験事業「わくわくクラブ」
を軸に、⼦どもの成⻑を多⾯的に⽀える活動を展開している。⼣⾷提供や⾷
品⽀援、学習・相談⽀援、体験活動を通じて、制度の狭間にある⼦どもや家
庭に安⼼できる環境を提供してきた。参加者は年々増加し、学校や⾏政から
の信頼も厚く、⼤学との連携による学⽣スタッフの参画や、中⾼⽣ボランテ
ィアの育成など、地域のつながりを活かした⽀援が広がっている。⼀⽅で、
⼈材と資⾦の不⾜から⻑期休暇中の活動が⼗分に実施できず、活動スペース
や拠点の不在、助成⾦頼みの財源構造など課題は多い。特に組織運営は代表
者に依存し、理事の⾼齢化も進んでいるため、次世代への権限委譲や事業承
継をいかに進めるかが喫緊の課題である。また、寄付システムやファンドレ
イジング体制が整備されていないことから、安定財源の確保が⼗分にできて
いない。本伴⾛⽀援を通じて、会計・財源基盤の強化と組織運営の次世代化
に重点的に取り組む。具体的には、寄付システムの導⼊やファンドレイジン
グの知識習得を進め、企業や市⺠からの広がりある寄付を呼び込み、継続的
な収⼊源を確⽴する。その基盤の上で、次世代の理事やスタッフが主体的に
意思決定に参画し、代表者依存から脱却した持続可能な組織体制を築きた
い。そして寄付収⼊を安定させることで、次世代が「⽣業」として本活動に
関わり続けられる環境を整えたい。 
さらに、本プログラム終了後には、⾃団体の成⻑だけでなく、⼦ども⾃⾝の
声を尊重する「⼦どもアドボカシー」が地域に広がることを⽬指す。その過
程で、⼦ども⽀援の意義や社会課題への理解が地域社会全体に浸透し、⼀般
市⺠が⽀援の当事者として関わる機運を醸成したい。最終的には、真に誰⼀
⼈取り残されない社会を実現し、⼦どもが安⼼して成⻑できる地域環境を築
くことを⽬標とする。 

事業期間 2025年 11⽉〜2028年 2⽉ 

選定理由 

⾏政・企業・専⾨職等を巻き込む広いネットワークと、課題の⾃⼰認識・内
省を重ねた運営は⾼く評価されます。 
活動実績に裏打ちされた信頼と、若い継承⼈材の存在、多様な財源確保も強
みと⾔えます。 
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事業名 よつば未来デザイン事業 
団体名 特定⾮営利活動法⼈フリースペースよつば 
所在地 福岡県朝倉市 

事業概要 

まず、スタッフの育成・採⽤・定着⽀援を重点課題とし、マンツーマン⽀援
体制を確実に⾏えるようなスタッフの補充を最終⽬標とし、事業終了までに
は⼤学⽣ボランティア・社会⼈ボランティアなどの⼦どもたちにかかわる⼈
材の増加を図る。これにより、⼦どもたちとの対話の時間を増やし、⼦ども
⼀⼈ひとりに寄り添うマンツーマン対応の充実により、⼦どもたちの主体性
と⾃⼰肯定感を⾼める⽀援を強化。主体性育成と⾃分らしさの尊重が促進さ
れ、質の⾼い⽀援体制を構築する。併せて、事業継承に向けた組織運営体制
の⾒直しや次世代スタッフの育成を進め、持続可能な組織基盤の確⽴を⽬指
す。次に、⾏政や地域、学校、保護者、⽀援者との連携強化に向けた広報活
動の充実を⽬指したい。SNSや「よつば便り」を活⽤し、活動内容の定期的
な発信や交流イベントの企画・運営を通じて理解促進を図る。特に卒業⽣と
の交流会も継続的に開催し、世代を超えたネットワーク形成を推進する。そ
して、活動の理解者を増やし、マンスリーサポーターや個⼈寄付、地元企業
から⽀援されるようになる。当⾯の⽬標としては、マンスリーサポーターを
受け⼊れることのできる基盤づくりと、1 ⼈でも多くの⽀援者を増やすこと
とする。それに伴いファンドレイジングのノウハウ習得も重要課題であり、
⽀援団体の伴⾛により具体的な計画策定と実践を進めたいと考えている。ま
た、⾏政に対してのアプローチを⾏い、フリースクールの価値や活動の意義
を広く伝え、理解と協⼒の輪を広げる。さらに、業務効率化のためのDX化
⽀援を受け、記録管理や情報共有、連絡体制のデジタル化を進め、スタッフ
の負担軽減と迅速な対応を可能にする。 

事業期間 2025年 11⽉〜2028年 2⽉ 

選定理由 

朝倉市においてフリースペースとして 11 年にわたり不登校の⼦どもを⽀え
てきた実績や、⾏政補助や資源回収を組み合わせて受益者の無償利⽤を維持
してきた⼯夫が⾼く評価されました。 
地域にとって不可⽋な存在であり、若⼿メンバーの参画や内部に変化を⽣む
機運も⾒られ、次世代への承継に期待が寄せられます。 
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事業名 
組織と財政と広報の三位⼀体で事業を⽀える⼒を伸ばすプロジェクト 

体験格差是正をめざす強化プロジェクト 
団体名 特定⾮営利活動法⼈舞台アート⼯房・劇列⾞ 
所在地 福岡県久留⽶市 

事業概要 

【久留⽶エリアの「こどもの体験格差」を是正するため、⼈材（次世代の
担い⼿）育成を⾏い、財政を多様化し、他との連携を発展させる】①各種
養成講座を活⽤した⼈材養成システムを⽣み出すことで、次世代の事業の
担い⼿を育成する。②組織の現運営会員（正会員）の意識改⾰を⾏い、⼀
⽅で多様な能⼒をもった新運営会員の勧誘をおこなうことで、次世代の会
員を増やす。③理事会を組織のリーダー機関として育てながら次世代の理
事候補を⽣み出し、理事会の世代交代を進める。その際に多様な能⼒をも
ったメンバーが理事になるよう配慮し、バランスのとれた理事会を形成す
る。④事務局（バックオフィス）に次世代のメンバーを⼊れて、多忙かつ
過密労働が常態化した事務局の再編強化を⾏う。そのことで、組織のそれ
ぞれのポジションがそれぞれの本来の役割を果たせ、組織全体の⼒が⾼ま
ることをめざす。⑤マンスリーサポーター制度導⼊とクラウドファンディ
ングへの挑戦を⾏うことで、財政財源を多様化する。⑥そのとりくみによ
って、助成⾦と⾃主財源のバランスがとれた財政の多様化をめざす。⑦他
と連携しながら、久留⽶の体験格差是正のとりくみを進める。以上の①〜
⑦によって組織と財政基盤を強化しながら、久留⽶の体験格差是正と困難
を抱えたこども（家庭）を励ます幣団体プログラムを強化多様化させ、体
験格差是正に寄与する。また各専⾨機関（⼤学など）や隣接分野の専⾨
家、⾏政や各市⺠活動団体との連携を年次ごとに発展させながら、格差是
正に向けた多様なとりくみをスタートさせる。         

事業期間 2025年 11⽉〜2028年 2⽉ 

選定理由 
リアルな演劇を通じた⽂化・アートの提供、パペットシアター等の独⾃実践、
社会的テーマの取り込みは⾼く評価されます。 
現状分析に基づき、組織・事業・財源を複眼的に捉える姿勢も⾒られます。 

 

 

 

 

 

以上 


